
お 知 ら せ 
記者発表資料 

配 付 日 時 

平成２８年６月１６日 

国土交通省中国地方整備局 
比治山大学 
中国ジェイアールバス株式会社 
各「道の駅」及び各自治体 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、中国地方建設記者クラブ、広島経済記者クラブ、 
広島県政記者クラブ、三原新聞記者クラブ、尾道市記者クラブ、 
福山市政記者クラブ、三次記者クラブ 

国土交通省では、地域の観光資源や魅力が集まっている｢道の駅｣を観光振興や地域づく

りを学ぶ学生の課外学習や就労体験の場として活用することを進めています。 

＜問い合わせ先＞  

○「道の駅」全体、｢道の駅｣と大学の連携に関する問い合わせ 

  中国地方整備局   ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間） 

    道路部 交通対策課長    常
つね

 松
まつ

  宏
ひろし

    （内線４５１１） 

【担当】道路部 交通対策課長補佐  山
やま

 口
ぐち

  克
かつ

 己
み

  （内線４５１２） 

【広報担当窓口】広報広聴対策官    坂
さか

 屋
や

  政
まさ

 之
ゆき

  （内線２１１７） 

企画部 環境調整官     松
まつ

 本
もと

  治
はる

 男
お

  （内線３１１４）

○大学の講義、現地学習の行程に関する問い合わせ

   比治山大学 現代文学部 マスコミュニケーション学科 ０８２－２２９―８８７１ 

      教  授        山
やま

 田
だ

  知
とも

 子
こ

○ツアーの企画に関する問い合わせ 

  中国ジェイアールバス株式会社  ０８２－２６１―０６２２  

運輸部 営業課 課長代理 淺
あさ

 原
はら

  賢
けん

 二
じ

この度、比治山大学の学生が、各「道の駅」の魅力を更に探求するとともに、道の駅の方達と

一緒になって魅力ある観光ルートの企画立案に取り組むため、下記のとおり現地学習を行いま

す。（詳細は「別紙１」のとおり） 

記 

１．開催日時     平成２８年６月１８日（土）【里山コース】、１９日（日）【里海コース】 

２．概  要     大学生が各「道の駅」の観光資源としての魅力や、その周辺の地域資源の

価値を現地で学習します。 

            概略行程は「別紙２」のとおり（比治山大学を出発し、各「道の駅」を巡ります）

３．取材について 当日の現地学習の取材をご希望の報道機関におかれましては、事前に下

記の中国地方整備局【担当】までご連絡をお願い致します。

大学生が｢道の駅｣を連携する観光ルートを企画・ 
実現するために「現地学習」を行います。 

～「道の駅」と大学の連携・交流～ 



○各｢道の駅」に関する問い合わせ 

① 道の駅「ゆめランド布野」 

【担当】(株)布野特産センター 代表取締役 廣田 幸男（ひろた ゆきお）【TEL】0824-54-2929 

② 道の駅「ふぉレスト君田」 

【担当】(株)君田トエンティワン 取締役支配人 増原 美登里（ますはら みどり）【TEL】0824-53-7021 

 ③ 道の駅「たかの」 

【担当】(株)緑の村 総務部マネージャー 井上 啓（いのうえ けい）【TEL】0824-86-3131 

 ④ 道の駅「赤来高原」 

【担当】(株)フロンティア赤来 駅長 難波 孝憲（なんば たかのり）【TEL】0854-76-9058 

 ⑤ 道の駅「みはら神明の里」 

【担当】(株)道の駅みはら 駅長 中石田 国昭（なかいしだ くにあき）【TEL】0848-63-8585 

 ⑥ 道の駅「クロスロードみつぎ」 

【担当】(株)みつぎ交流館 取締役 上原 啓明（うえはら たかひろ）【TEL】0848-76-3115 

 ⑦ 道の駅「世羅」  

【担当】（一社）世羅町観光協会 事業部長 西原 淳（にしはら あつし）【TEL】0847-22-4400 

 ⑧ 道の駅「よがんす白竜」 

【担当】(株)よがんす白竜 代表取締役社長 髙東 浩昭（たかとう ひろあき）【TEL】0847-35-3022

○各自治体に関する問い合わせ 

● 三次市（「ゆめランド布野」） 

【担当】布野支所 地域づくり係 植岡 幸弘（うえおか ゆひきろ）【TEL】0824-54-2111 

● 三次市（「ふぉレスト君田」） 

【担当】君田支所 地域づくり係 大谷 真弘（おおたに ただひろ）【TEL】0824-53-2111 

 ● 庄原市（「たかの」） 

【担当】高野支所地域振興室 産業建設係 大山 祐一（おおやま ゆういち）【TEL】0824-86-2113 

● 飯南町（「赤来高原」） 

【担当】産業振興課 主幹 林 泰弘（はやし やすひろ）【TEL】0854-76-2214 

● 三原市（「みはら神明の里」「よがんす白竜」） 

【担当】経済部観光課 観光振興係 渡邊 勝彦（わたなべ かつひこ）【TEL】0848-67-6014 

● 尾道市（「クロスロードみつぎ」） 

【担当】産業部観光課 課長補佐 新宅 康生（しんたく やすお）【TEL】0848-38-9184 

● 世羅町（「世羅」） 

【担当】商工観光課 係長 田原 賢司（たはら けんじ）【TEL】0847-22-3216 



【スケジュール】 

「道の駅」を周遊する観光ルート開発の企画立案のため、

６月１８日（土）、１９日（日）に現地学習を実施します。

【概 要】 

比治山大学現代文学部マスコミュニケーション学科の２年生(３４名)が、広島県

北部を中心とする中山間地域（仮称「里山コース」）と山陽側（仮称「里海コース」）

の「道の駅」を対象に、「道の駅」の観光資源としての魅力やその周辺にある地域

資源の価値を学習するとともに、各「道の駅」を連携する観光ルートの開発に取

り組んでいます。

きたる、６月１８日（土）と１９日（日）において、対象とする各「道の駅」

の魅力を更に探求するとともに、道の駅の方達と一緒になって、魅力ある観光ル

ートの企画立案に取り組むため、現地学習を実施します。

なお、学生による観光ルート開発・提案を大学の方で審査した後、商品化が決

定すれば、中国ジェイアールバス(株)において観光ツアーが実施される予定です。

【Ｈ２８年４月１９日～】 

地域資源論や道の駅の活用事例などの机上学習を実施。

■【６月１８日（土）】仮称「里山コース」現地学習

比治山大学 ２年生１６名（４グループ）

■【６月１９日（日）】仮称「里海コース｣現地学習

比治山大学 ２年生１８名（４グループ）

【６月２１日～７月末】（大学）

○現地調査結果を踏まえ企画提案の検討 等

【８月】（大学）

○学生による観光ルートの企画提案 公開審査

【Ｈ28 秋頃】 学生が企画したツアー実施 

■仮称「里山コース」

・「ゆめランド布野」

・「ふぉレスト君田」

・「たかの」

・「赤来高原」 の４駅

■仮称「里海コース」

・「みはら神明の里」

・「クロスロードみつぎ」

・「世羅」

・「よがんす白竜」 の４駅

※ 当日の概略行程は、

「別紙２」のとおり。

商品化可能

※スケジュールは予定であり、授業の

関係等で変更となる場合があります。

（別紙１）

授業名【地域資源論】

テーマ「地域資源を活用し

た道の駅連携観光

ルートの開発」



【６月１８日（土）】
現地学習概略行程

○比治山大学（現代文学部マスコミュニケーション学科２年１６名４グループ）の学生が、「（仮称）里山コース」の現地
学習を行います。
○広島県北部を中心とする中山間地域の道の駅である、「ゆめランド布野」「ふぉレスト君田」「たかの」「赤来高原」の
４駅で現地学習を行い、道の駅の方達と一緒になって魅力ある観光ルートづくりの設定に取り組んでいきます。

■６月１８日（土） （仮称）里山コース 現地学習

閉店した
「ドライブイン赤名５４」

｢ふぉレスト君田｣

○設置者：三次市
○路線名：国道５４号
○管理・運営者（株)布野特産センター
○供用：平成８年１０月

｢赤来高原｣

｢ゆめランド布野｣

○設置者：三次市
○接続道路：広島県三次市
○管理・運営者（株)君田トエンティワン
○供用：平成９年１０月

｢たかの｣

○設置者：飯南町
○路線名：国道５４号
○管理・運営者：（株)フロンティア赤来
○供用：平成９年３月

比治山大学

ゆめランド布野

ふぉレスト君田

たかの

赤来高原

○設置者：庄原市
○路線名：県道三次高野線
○管理・運営者：（株)緑の村
○供用：平成２５年３月

神楽実演による伝統・文化の継承 温泉施設｢森の泉｣

盛況な野菜の直販コーナー ６次産業化商品のブランド化

観光コンシュルジュによる案内沿線道の駅による連携イベント

（別紙２）

ふるさと惣菜バイキング 「Funo Rider’s Festa」イベント

比治山大学



【６月１９日（日）】
現地学習概略行程

■６月１９日（日） （仮称）里海コース 現地学習

閉店した
「ドライブイン赤名５４」

｢クロスロードみつぎ｣

○設置者：三原市
○路線名：国道２号（三原バイパス）
○管理・運営者：（株)道の駅みはら
○供用：平成２４年３月

｢よがんす白竜｣

｢みはら神明の里｣

○設置者：尾道市
○接続道路：国道４８６号
○管理・運営者：（株)みつぎ交流館
○供用：平成１４年１１月

｢世羅｣

○設置者：三原市
○路線名：国道４３２号
○管理・運営者：（株)よがんす白竜
○供用：平成８年９月

比治山大学

みはら神明の里

世羅

よがんす白竜

○設置者：世羅町
○路線名：国道４３２号
○管理・運営者：世羅町観光協会
○供用：平成２７年５月

２輪・自転車利用者の拠点 ６次産業化商品の開発

クロスロードみつぎ

○比治山大学（現代文学部マスコミュニケーション学科２年１８名４グループ）の学生が、「（仮称）里海コース」の現地学習を
行います。
○広島県の山陽側東部に位置する道の駅である、「みはら神明の里」クロスロードみつぎ」「世羅」「よがんす白竜」の４駅で
現地学習を行い、道の駅の方達と一緒になって魅力ある観光ルートづくりの設定に取り組んでいきます。

（別紙２）

瀬戸内の多島美を望むデッキ

地元大和町の特産品が充実白竜湖畔にある洋館

名産を使った
オリジナルメニュー 近隣の花畑、産直市の情報を案内 町をＰＲする商品販売

比治山大学



「道の駅」と大学の連携について
○「道の駅」における大学との連携、受入体制を整備し、若者の実習や交流の場として活用

○ 地域の魅力の集まる「道の駅」と、観光学等を学ぶ若者の交流により、新たな価値の創造

を図り、観光・地域づくりを担う将来の人材育成や地方創生にも寄与

○ 就労体験型と連携企画型の２タイプを実施

実施イメージ

学生 「道の駅」

指導・助言

大学(観光学部等)

相談

企画・実施

活動の場の
提供

＜「道の駅」のメリット＞＜大学のメリット＞

実施のメリット

○若者ならではの視点、

若者の元気による実行

力のある企画の実施

○SNSや口コミなどを活

用した情報発信

○道の駅は、地域の資源

が集中し、地方が直面

する課題が明確であり、

学習するフィールドとし

て最適

平成27年度の取組

○全国３２箇所の｢道の駅｣で２２大学５９名の

学生が、夏季休暇などを利用したインターン

シップを実施。

○全国４１箇所の「道の駅」と３８の大学が連

携企画型の取り組みを実施。

「道の駅」と大学の連携について参 考




